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しはじめに

昨年の夏頃から，急激かつ広汎に高まりはじめた日

本におけるビジネス・プロセス・リエンジニアリング

(以下，リエンジニアリング，あるいは. BPR と略記)

への関心は，年末に. M.ハマーと].チャンピーの共著

[I J の翻訳『リエンジニアリング革命J (野中郁次郎監

訳， 日本経済新聞社) (以下，誤解の生じないかぎり，

原書を単に，ハマーという)が出版きれるにおよんで，

I つのピークに達した.

多くの書店に「リエンジニアリング・コーナー」が

特設され，続々と刊行されるリエンジニアリング関連

の書物が， うずたかく積まれていた.新聞や雑誌に掲

載される解説記事も含めて，世の中，まさにリエンジ

ニアリング関連の刊行物で満ちあふれでいた.

リエンジニアリングに関して多数の著作が公刊され

ること自体は，結構なことである.しかし，表面的で

浅薄な，あるいは，自前のコンサルテインク。手法にハ

マーの一部を勝手に摘み食いして付け加えただけの，

「リエンジニアリング論」の氾濫は，読者に真の理解

を与えないばかりか，かえって混乱を生じさせること

になりかねない.事実. ["あれこれ読めば読むほど，か

えってわからなくなった」という声をよく聞く.

本稿では，オベレーションズ・リサーチの視点から，

さらには，最近における日本オペレーションズ・リサー

チ学会の 1 つの活動.OR企業サロンとの関連から，リ

エンジニアリングの源流およびその本質の実証的・体

験的解明を試みる.

2. OR企業サロン

私事になって，いさきか気がひけるが， リエンジニ

アリングを論じるにあたっての筆者の立場や経験を，

まず明確にしておこう.その方が，以下で述べること

の当否を，読者 1 人ひとりに，一層正確に判断してい
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ただけると考えるからである.

筆者は， 日本オベレーションズ・リサーチ学会OR企

業サロンのコーディネーターとしての活動などを通じ

て，企業のオペレーション=業務，の革新について事

例研究を重ねてきた.OR企業サロンは. 1992 年度まで

は「情報化と戦略的事業展開J. 93 年度からは「業務革

新(リエンジニアリング)とトップのリーダーシップ」

という統一テーマに沿って，先進的な事業展開や業務

革新を断行している企業のトップ経営者から直接話し

を聞き，それを材料に討論するという形の事例研究会

である.

事例研究の対象企業の選定にあたっては，この 6 年

間一貫して. ["業務革新の先進事例J という基準を堅持

してきた.全国各地で，毎年，平均 8 回程度の研究会

を重ねてきたから，この間，研究対象として採り上げ

た先進事例数は. 40 件あまり，延べ参加者数は 3000

社. 5000 人に達している.

研究対象の中には，結果的に，現在リエンジニアリ

ング関連でしばしば名前のあがる“最先端企業"とそ

の経営者が，ほとんど含まれている.具体的には，東

京製織社長・池谷正成氏，イトーヨーカ堂社長(元セ

ブンーイレブン・ジャパン社長)鈴木敏文氏，菱食社

長・庚回正氏， 日本精工顧問・細田正勝氏，アサヒビー

ル・ JR西日本名誉会長(元東洋工業(現マツダ)副社

長)村井勉氏，花王副社長・渡漫正太郎氏，などであ

る(氏名五十音順)，

これらのすぐれた経営者が，みずからの実践にもと

づいて語る体験的戦略論，業務革新論から，研究会参

加者は，まさに，ハーバード・ビジネス・スクール流

のケース・スタディーさながらに，オベレーションズ・

リサーチ，すなわち事業・業務の科学，の核心を学ぶ

ことができた.

3. ハマーのリエンジニアリング

ハマーが昨年出版されて，米国ても， 日本でも，非

常に大きな反響を呼んでいる.筆者はハマ一氏らとは

無関係であった.完全に独立に，業務革新についての
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研究活動を行なってきた. 90 年のハーバード・ビジネ

ス・レヒ。ュー誌に掲載された「リエンジニアリング・

ワーク」という論文に接した以外は，これまでハマ一

氏らがどんな活動を行なってきたのかも，十分には知

らなかった.

それにもかかわらず，筆者はハ?ーに書かれている

ことの大部分をよく承知していた.なぜか.答えは簡

単である.ハマーには，上記の日本オベレーションズ・

リサーチ学会の事例研究会， OR企業サロンを通じて学

んだ， 日本の“エクセレント・カンパニー"の先進的

な事業展開や業務革新に見られるのと全く同じ哲学や

方法論が，体系的に述べられているからである.

後述するように，リエンジニアリングは，日本の“エ

クセレント・カンパニー"から仕事の進め方を教わっ

たり，見習ったりしてビジネス・プロセス (BP) =仕事

の流れ=業務，の革新に成功した米国企業の具体的事

例の中から，編み出されたものである.

筆者は，これら米国企業が手本にした日本企業の

トップ経営者から直接話しを聞いたり，現場を見学す

るなどして，先進的な日本企業の仕事の進め方につい

て研究を進めてきた.ハマーに述べられている内容の

大部分を承知していたとしても，何ら不思議はない.

元は 1 つだからである.

昨年 9 月 21 日付けの日本経済新聞の「経済教室j

てう「リエンジニアリングの源流は，日本企業にあり，

したがって，米国のリエンジニアリング・ブームの日

本への上陸は，プロセス重視の日本的経営の逆輸入で

ある」旨を説いた.当初は， Iまさか」との受けとめ方

が支配的であったが，最近では，この“逆輸入"説が

定説になりつつある.この点を誤解すると， リエンジ

ニアリングの理解を，さらには， リエンジニアリング

への取り組み方を，根本的に誤るおそれがある.

ハマーは，本質的には，上述のように， 日本の“エ

クセレント・カンパニー"で創始きれ，米国の一部企

業にも導入されて効果をあげた，情報技術活用，顧客

志向，プロセスペースの仕事の進め方やその背後にあ

る経営理念を体系化し，米国企業再生への指針として

提示した経営書である.この意味で，ハマーは完全に

オリジナルな経営論て、はない.それにもかかわらず，

筆者は，ハマーを高〈評価する.以下にその理由を述

べる.

4. ハマーの評価

ハマーを高〈評価する第 I の理由は，英文の原著の
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迫力，味わいの深き，これぞ本物といった風格などに

よっている.ハマーは，まさに，第一級の経営書といっ

てよカミろっ.

日本語訳を読んで， I もう 1 つ，ピンとこない」とい

う感想、を持った人が多い.翻訳は，一部に不備な点が

散見されはするが，概して良心的になされている.急、

を要する事情もあったのだろう.いずれ，より完全な

ものに修正されてゆくはずである.

問題は，必ずしも翻訳のよしあしではない.とにか

し 1 つの言語で書かれたものを，他の言語に移し変

えることは難しい. とりわけ，ハマーのような書物は，

どんなに巧〈訳しでも，日本語に移した途端に，あの

迫力や味わいは消えてしまうだろう.

ハマーは，ひたすら米国民に向けて， I 日本何するも

のぞJ とばかりに企業革命への奮起を呼びかけている.

「企業革命宣言」という副題がすべてを物語っている

ように，これは米国民の心の琴線・ナショナリズムに

訴えかけた愛国の書， I 日本に追いつけ，追いこせ」の

アジテーションの書である.しかし，実際は，筆者の

意図とは裏腹に，ハマーは，国際的にもきわめて一般

性・普遍性の高い内容になっている.

リエンジニアリングは，確かな歴史観に立脚した，

奥行きの深い企業革新論である.本来，そんなに容易

に全貌がつかめるしろものではない.

ハマーは，このリエンジニアリングを，いろいろな

角度・切り口から論じており，各章の内容や西日列順序

にも，かなりの工夫がほどこされている.全部を読み

終ったときに， リエンジニアリングの理解が得られる

よう，周到な配慮をもって全体が構成されている.あ

ちらこちらを拾い読みした程度では. リエンジニアリ

ングの全貌はとても掴めない.ハマーの，一読しての

解りにくさを批判するより，そのスケールの大きさを

こそ評価すべきである.

どの企業であれ，その業務や組織は，多くの関係者

が工夫に工夫を重ねて作り上げ改善してきたものであ

る.程度の差こそあれ，どれもパレート最適に近い状

態に達している.それを劇的に改善するような方策が，

それほど簡単に見つかるはずがない.つまり， リエン

ジニアリングは，どう推進すべきか簡単にわかってし

まうほど単純なものでは決してない.わずかな努力で

わかってしまうようなものなら， とうにだれかが実践

して，業務や組織を革新してしまっているはずである.

ハマーは，確かにわかりにくい.しかし，上述した

ように，苦労してでも読む価値がある.最初から最後
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まで，業務革新のための哲学や基本的概念，具体的方

法論が満載されている.どれも，業務革新についての

真理をついた記述ばかりである.それらすべてに読者

自身が有機的連関を持たせうるところまでハマーを読

み込めれば，しめたものである.ハマーにはそのよう

な奥行きの深い発展性が内包されている.とにかし

第一級の経営書である.

もう 1 つ，ハマーを高〈評価するわけがある.それ

は，筆者自身が行なってきた“コンサルティング"の

体験に発している.

筆者は，これまで 5 年あまり，政府系金融機関の 1

つ，中小企業金融公庫の業務改善(当初はともかくも，

最近に至って，これは業務革新のレベルにまで発展し

てきた)の指導を行なってきた [3].

この機関が目ざしたのは，資金という資源の稀少性

が，相対的に減少しつつある今日的状況下で，真の意

味での政策金融の実をあげるために，業務を抜本的に

再構築することであった.

具体的には，融資先の顧客がかかえている解決すべ

き課題までもが蓄積きれている，業務用の総合顧客

データベースを整備運用し，顧客の課題解決に資する

有効事例の提供など，融資した(あるいは，これから

融資する)資金を活かすための，高度で多元的な情報

提供業務を創設し，これと従来からの融資業務を統合

して，これからの時代に合った新しい中小公庫業務を

開発し，徹底した顧客志向の政策金融の推進をめざし

て，全国各支店の営業担当者全員が，それを強力に遂

行する体制を築きあげた.

従来，中小公庫では，融資を主体とする一元的な業

務展開がなされてきた.比較的最近になって，情報提

供業務を専門に行なうスタッフ部門が設置されて，そ

れなりに積極的な情報提供活動を志向し続けてはきた

ものの，公式的には，あくまでも融資主体の業務運営

であった.

それを，上述のように大改革することに成功した.

これは， CI活動にまできかのぼる，まさに抜本的な業

務革新である.これに伴い，人材育成制度や業績評価

方式，業務推進機構などの改革・改善も検討・実施段

階に入っている.

公的機関が，他からの強制jなしに，自力でこれほど

の大改革を断行し，今まさに，その実施のための体制

を着々と整備する段階にまで到達しえたことは，特筆

に値しよう.

筆者は，側面から，この公的金融機関の業務革新へ

1994 年 8 月号

の懸命の努力の一部始終を見守ってきた.また，本部

の関連部門ばかりでなく，地方の支店にもたびたび出

向き，文字どおりトップから新人まで，中小公庫のあ

らゆる階層・立場の人々と，できるかぎり緊密に接触

し，現場の生の声に耳を傾けたり，意見交換を行なっ

たりしてきた.

これらを通じて，本格的な業務革新を遂行するのが

いかに困難なことかを，骨の髄まで知らされた.一方，

その困難に果敢に挑戦し，それをみごとに克服して業

務革新に成功したときに得られる効果の物凄きも，現

に実感している.

結果として，中小公庫に対する，この“コンサルテイ

ング"は，主にOR企業サロンでの日本の“エクセレン

ト・カンパニー"の事例研究から筆者が得た，業務革

新に関する理論的枠組みを現実に適用して，その妥当

性を検証する場となった.また，単なる机上の空論の

域を超えた「業務革新論j を，実践的に構築する実証

研究の場ともなった.

結論的には，業務革新に関する筆者の基本的認識や

理論的枠組みの正当性・妥当性が，この政府系金融機

関での長期にわたる厳しいテストを通じて，一応証明

されたと考えている.

ハマーには，中小公庫が試みて成功したこと，つま

り，筆者が日本企業の先進的事例の実証研究を通じて

学ぴ，この公的機関が現実に適用した，業務革新に関

する哲学や基本的枠組みと，ほとんど同じことが香か

れている.

ハマーも明言しているように，これに従えば必ずリ

エンジニアリングに成功するといった r5 原理j や r7 
原則」は存在しない.しかし，一般論として， リエン

ジニアリングの本質を明らかにするとか，諸属性を検

討することは，もちろん可能である.

このような一般論のレベルにおいて，中小公庫の業

務革新から得られた教訓や知見の大部分は， じつは，

ハマーにもきちんと述べられている.そればかりでは

ない.ハマーに記述されていることの大部分は，中小

公庫の業務革新の過程で，実際に試みられたり，付随

的に生じたりしている.中小公庫の業務革新の具体的

展閉じノ、マーに記述きれていることとのあまりにも

見事な一致は，まさに驚嘆の一語につきる.

上述のように，筆者は，ハマ一氏らとは，全〈独立

に，事実上同じ方向を志向してきた. リエンジニアリ

ングという名称は，最近になってハマ一氏らが創作し

て命名したものであり，中小公庫には，つい最近まで，
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「リエンジニアリングを実践している J という意識は

全くなかった.ただひたすら，業務の改善あるいは革

新をめざしてきた.しかし，具体的な実践の中身は，

ハマーの内容と信じがたいほど酷似したものであった.

そして，中小公庫の「リエンジニアリング」は，現在，

成功裡に進行中である.

以上が，ハマーを筆者が全面的に支持し，高〈評価

する第 2 の理由である.

5. 業務か，情報システムか

中小公庫が志向してきた業務革新が，ハマーのリエ

ンジニアリングの線に結果的に沿っていたのはなぜか.

上述のように，活が 1 つだったからである.中小公庫

以外にも，この間，結果的にはまさにリエンジニアリ

表 1 OR企業サロンの歩み (1988-1989 年度)

88年度 テーマとゲストスピーカー 要 kB z, 

9/13 S I S (戦略的情報システム) SISのま功・失敗の諸事例から、 SISの可能性と限界を探る。
ーその虚像と実像一
東京大学経済学部教授土屋守章氏

10/11 ;宿直と情報戦略 ファルマ創設以来の経験を踏まえ、流通における情報シス
ファルマ捌顧問 松田康之氏 テムl弘、かにあるべきかについて語る。

11/1 花王の情報化はなにをめざすか 花王￠先進的情報化戦略に関し、その思想・展開過程・将
花王側副社長 渡塗正太郎氏 来構懇等について語る。

12/13 新日鉄のエキサイティングな挑戦 新日鉄;)情報通信産業分野への大規模、かっ本格的進出に
一複合経営の確立をめざしてー 関して、その事業哲学・戦略・参入方式等について紹介す
新日本製鉄側副社長山根虞樹生氏 。。

1/17 ニつの SIS 戦略酌清報シスァム (SIS) と、シスァム・インァクeレーシ

日経コンピュータ ョン・サービス (SIS)の有機的結合を重1見する観点から、
副編集長上村孝樹氏 情報システムの戦略的活用の事例と考え方を説明する。

89年度 テーマとゲストスピーカー 要 旨

7/19 情報戦略四半世紀の歩み 1960年代後半に喧伝されたMISからDSSなどを経て今日の
-MISからSISへー SISに至るまで、コンビュータの経営と経営戦略はどの様
側浅失道総合技術研究所 に変わって来たか、また将来への展望はと‘うか、について

理事長尾関雅則氏 語る。

9/12 ニ洋証券の情報戦略 激しい経営環境の変化の中にあって、コンピュータを効率!
一情報資源を経営に生かすにはー 的に活用することにより知何に他社と戦っていくか、その
三洋証券捌社長 土屋陽一氏 サパイパル戦略を紹介する。

10/12 花王の情報化はなにをめざすか 花王の先進的情報化戦略に関し、その思想、・展開過程・将|

大阪 花王側副社長 渡遜正太郎氏 来構想、等について、語る。

11/7 日本精エのQCD対策システム 製造工業のこれからのあり方へ向けた一つのステップとし
-MAGMAの狙いとする世界一 て、日本精工が何を狙い、どの様な経緯で湖AGMAを構築し
日本精工側副社長 細田正勝氏 たか、今後何を考えなければならないか、を語る。

12/5 経営革新への挑戦 生活者のニーズを絶えず創造し続ける新しいコンビ‘ニエン
ーセブンーイレブン・ジャノぞンー スストアを、ソフトウェアビジネスとして位置づけ、その
側セブンーイレブン・ジャパン 戦略を説く。

代表取締役鈴木敏文氏

1/18 激変する金融界と情報システム 激変する金融環境の下で進む情報化・シスァム化により今
一大規模情報システムの課題一 どのような問題が生じているのか、その取り組むべき課題
制金融情報システムセンター は何か、を語る。

理事長清水在氏

2/20 中小企業の情報戦略 SISを積極果敢に構築し運用している先進企業の事例を通
日経コンビュータ して、中小企業の積極戦略の在り方を探る。

副編集長上村孝樹氏
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ングそのものを実践してきた，すぐれた企業は， KOA 

や菱食など， 日本にも数多く存在している.

しかし，同時に，見落としてはならないことがある.

本稿におけるこれまでの記述が，読者に， OR企業サ

ロンは最初から一貫して業務革新に照準を定めてきた

との印象を与えたとしたら，多少の修正を要する. SIS 

やCIMを指向していた時期が確かにあった. 1988 年度

以降のOR企業サロンの展開過程を総括する衰を一目

すれば明らかなように， 90 年度までは， SISが各国の

テーマあるいは副題の中にしばしば現われる.筆者自

身， SISをオベレーションズ・リサーチの有望な発展領

域として想定したこともあった.

リエンジニアリングの源流となった， 70 年代後半から

80 年代前半にかけての日本の“エクセレント・カンパ

ニー"を同じく手本にしながら，圧倒的に多くの日本

企業は，その後，ひたすら情報戦略のみを志向してい

たかのように，過大な情報化投資に走っていったこと

である.

これは，まさに， SIS(戦略情報システム)， CIM( コ

ンビュータによる統合生産)華やかなりしころの出来

事であった.そして，パブール崩壊の時期に運悪〈遭遇

したこともあって，これらの企業のほとんどは，その

過大な情報化投資を維持しきれず，無惨な撤退をよぎ

なくされた.

このことは何を意味しているのか.あの日本の“エ

クセレント・カンパニー"の先進的事例からリエンジ

ニアリンクーまでの道は，必ずしも一本道ではなかった

ということである.

花王やセブン イレブン・ジャパン，日本精工など

は，当時から，すぐれた情報技術の活用を行なってい

た. rSIS先進企業」と，もてはやされていた.OR企業

サロンでも，これらの企業の情報技術の先端的活用事

例にも注目していた.

しかし，すでにあの当時から，花王の情報化戦略に

関連きせつつ，渡漫副社長は，業務と情報システムと

は不即不離の関係にあると強調しておられたし， 日本

精工のMAGMAシステムの構築に例を引きつつ，細回

副社長は，職務権限の抜本的見直しなくしては情報シ

表 2 OR企業サロンの歩み (1990-1991 年度)

90年度 テーマとゲストスピーカー 要 旨

7/26 味の素の情報化のめざすもの 味の素の情報化の展開過程、課題、将来構想につき人・技
味の素側常務取締役 伊藤謙吉氏 術進歩・業務改善のネ見点より語る。

9/6 経営雑感ー企業の活性化について一 住友銀行・東洋工業(現マツダ)・アサヒビール・ JR酋臼
西日本旅客鉄道刷会長・ 本各社の経営から企業の活性化戦略について語る。
アサヒビール側会長村井勉氏

10/11 日本精エのMAGMAの狙い 製造業のこれからのあり方へ向けた一つのステップとして、
日本精工側顧問 日本精工が何を狙い、どの様な経緯でMAGMAを権築したか、
エヌケーエクサ土地建物倒 今後何を考えなければならないかを語る。

大阪 社長細田正勝氏

11/8 湾春館のインテリジェント・ 6 年間で売り上げ100億円を突破した再春館製薬の「顧客
テレマーケティングについて 満足システムJ (生販一体型のインテIJ~ェントテレマー行ィング・システム)を

側再春館製薬所 紹介する。
代表取締役社長西川通子氏

11/26 花王の情報化はなにをめざすか 花王の先進的情報化戦略に関し、その思想・展開過程・将
北九州 花王側副社長 渡遺正太郎氏 来構想等について語る。

12/6 物流による競争力の構築 多品種少量生産の建築資材を即納することによって築いた
トーヨーサッシ糊 トーヨーサッシの競争優位について語る。

副社長潮田洋一郎氏

1/10 トヨタの情報システム JUST IN TIMEで世界に知られるトヨタの情報戦略と・ンスァ
トヨタ自動車岡常務取締役・ ムについての実状を語る。

東京支店長隅部英一氏

2/7 金利自由化(93)に向けての 顧客情報データベース活用による営業支援と採算管理の融
金融関連業界の取り組み 合化の最新動向を探る。

日経コンビュータ
副編集長上村孝樹氏
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91年度 テーマとゲストスピーカー

5/7 味の素の情報化のめざすもの
福岡 味の素側常務取締役 伊藤謙吉氏

6/5 宅配業における物流情報ネットワーク
ヤマト運輸(側
取締役事務改善部長関田孝氏

7/5 ソフト化時代の経営戦略
任天堂側

大阪 社長山内薄氏

7/30 国際化時代におけるヤオハンの経営戦略
国際流通グループヤオハン

代表和田一夫氏

9/19 21世紀を展望するコンビュータ経営
松下電工側社長 三好俊夫氏

9/27 SISの考え方とその実例
日経コンヒ.ュータ

札幌 副編集長上村孝樹氏

10/4 経営雑感一企業の活性化についてー
西日本旅客鉄道閥会長・

広島 アサヒビール閥会長村井勉氏

10/15 再春館のインテリジェント・
テレマーケティングについて

側再春館製薬所
大阪 代表取締役社長西川通子氏

11/12 オムロンの情報武装化と事業展開戦略
オムロン附

副会長立石信雄氏

12/6 サンリットの情報創出経営について
(禰サンリット産業

社長小池俊二氏

1/28 セコムにおける情報化戦略と事業革新
セコム側

常務取締役木村昌平氏

3/16 ネットワーク型組織をめざして
NTTデータ通信欄
取締役経営企画部長立花佑介氏

ステムは効果を発揮しえず，本当にむずかしいのは，

情報システム構築よりも職務権限見直しであると説い

ておられた.

これらの指摘は，戦略と業務と情報システムの三者

をいかに関係つnt るべきかについての根本的問題提起

でもあった.戦略の遂行をめざして事業を展開する際

に，業務と情報システムは不即不離，表裏一体である

としても，両者の関係は必ずしも完全に対称ではない

からである.

80 年代の終りから 90 年代はじめにかけて，世間の

関心は，これら二者のうちでは，圧倒的に情報システ

398 (10) 

要 旨

味の素の情報化の展開過程、課題、将来構想につき人・技
術進歩・業務改善の視点、より語る。

クロネコ「宅急便J を例として情報システム①考え方、②
実例、③効果、④課題、について述べる。

世界的ヒット商品を市場に送り続けている任天堂のトップ
経営者が、ハードとの対比におけるソフトの考え方を中心
にその経営戦略を語る。

90年香港に総本部を移転、グループ全体を統括、華僑人脈
と地A戦略、 97年中国返還問題等を話題にする。

一貫して企画部門を歩んできたトップがこれからのコンビ
ュータ経営について語る。

SISの発展過程についてレビ‘ューと展開を与えた上で、代
表的な具体例を解説する。

住友銀行・東洋工業(現マツダ)・アサヒビール・ JR西
日本各社の経営から、企業の活性化戦略について語る。

6 年間で売り上げ100億円を突破した再春館製薬の「顧客
満足度システムJ (生販一体型のわ刊丸刈'7'\17-行ィング・以テム)
を紹介する。

長期ビジョンの「ゴールデン90 SJ 実現に向けてユーザと
しての情報武装化戦略およびメーカとしての事業展開戦略
について語る。

情報化10 ヵ年計画に従いVAN ・ CIM等のサブシステムを集
大成したトータルネットワーク・システムについて紹介す

る。

fサービスのシスァムイ却を事業コンセプトとするセコム
にとって情報化戦略は即ち事業戦略そのものであった。そ
の経験を通じてSISとは何か述べる。

多様化、高度化するユーザの情報システム化ニーズに柔軟
に対応するための組織運営、情報の距離ゼロ化について語
る。

ムに傾斜していた.ダウンサイジング，ネットワーク

化などの情報技術が急速に発達し，これら進んだ情報

技術の戦略的活用を唱える SISやCIMに，人々は注目

していた.経営情報関連の学会も活発な活動を行なっ

ていた.

しかし筆者は，二者の間で多少の右往左往をした末

に，戦略遂行の手段としては，業務が主，情報システ

ムが従であると確信するに至った.また，オベレーショ

ンズ(事業・業務)を固有の研究対象とするオベレー

ションズ・リサーチにとっては，この領域における主

たる研究テーマは，当然，戦略的な業務設計や業務運
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93年度 テーマとゲストスピーカー

7/19 経営雑感一企業のリストラについてー
西日本旅客鉄道側・アサヒビール側

福岡 取締役相談役名誉会長村井勉氏

9/17 経営雑感ー企業のあり方についてー
三井造慰謝桝目談役・
東日本旅客鉄道側
代表取締役最高顧問山下勇氏

10/12 リエンジニアリング(BPR)の正体
東京大学経済学部

教授梅沢豊氏

11/8 大和ハウスの創業・成長・多角化
大和ハウス工業側
代表取締役相談役石橋信夫氏

12/2 }布置新時代を目指す業務改革
側菱食代表取締役社長境田正氏

1/17 東レの I D(ldentity)運動と
企業文化の形成

東レ鮒常務取締役
大阪 総合企画室経営企画第二室長

飯島英胤氏

2/4 電炉サパイパルのための
リエンジニアリング

東京製鎖倒
代表取締役社長池谷正成氏

3/10 特別公開シンポジウム
ORとリエンジニアリング

スは，あちこちで多発しているけれども，逆に，業務

の抜本的革新に情報システムが追従しえないケースは

それほど多くない.従来の業務の進め方を御破算にし

て，根本的な業務の革新を試みたとしても，最新の情

報技術を駆使すれば，なんとか新業務を実行可能にす

ることができるのであり，これが，まさにリエンジニ

アリングなのである.

巨額の情報化投資を行なったのにはかばかしい効果

をあげられず，無惨な撤退をよぎなくされた多くの企

業と，それほど多額の情報化投資を行なわなかったの

に戦略的な事業展開に成功して，大きな成果をあげつ

つある企業とを分けたのは，戦略遂行の手段として，

情報システム構築に主力を注いだか，業務革新に主力

を注いだか，この 1 点の相違であった.

OR企業サロンが，結果として道を誤らなかったの

は，偶然や幸運に恵まれた面があったことも否定しえ

ないが，やはりポイントは，オベレーションズ・リサー
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要 旨

住友銀行・東洋工業(現マツダ)・アサヒビール・ JR西
日本各社の経営から、企業を再構築し、大企業病を克服す
るための企業の活性化戦略について語る。

JR東日本での 6年聞を顧みて企業経営の核心について説く。

艶丘アメリカ企業を次つぎと、再生させ日本でもにわかに
熱い関心を集めはじめた新経営手法リエンジニアリング
(BPR=業務革新)とは何か、その本質にせまる。

昭和30年社員18名の会社創設以来40年足らずで、プレハプ
産業を創造・確立し、さらに住宅団地・リゾート開発事業
へも強力展開して、ついに売上高 l 兆円の総合生活企業
「大和ノ、ウス工業J を築き上げた創業者が、卓越した事業
展開のコツとロマンを語る。

加工食品の総合卸売業として戦略的な物流・情報システム
化を中心に据えた業務革新への途を画く。

国際的競争力のある強い経営体質と魅力ある企業文化の形
成に向けて、第 1 線経営職を中核とする ID運動について紹
介する。

原料の集荷体制の見直しによる工場分散立地と新技術の開
発及び導入によるコストダウンについて。

チの視点から大勢を見てこられたからである.オベ

レーションズ・リサーチを研究してきてよかったと，

つくづく感じている.

6. おわりに

本稿では. 1988 年以降のOR企業サロンの歩みを概

観しつつ，最近，世界的に多数の人々の関心を引きつ

けている新経営手法， リエンジニアリングの本質と，

その成立の経緯を.OR企業サロンの窓を通して実証

的・体験的に解明することを試みた.筆者自身の主体

的かかわりに立脚する論理展開を行なった結果，ある

いは十分な客観性を欠いた認識が提示されているかも

しれない.大方のご批判を得て，より正確な理解に到

達できれば幸甚である.

それにしても. 1987 年に 20 人前後の参加者を得て

スタートしたOR企業サロンは. 7 年有余の聞に，全国

各地での開催数が 50 回，延べ参加者数が. 3000 社，
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5000 人をかぞえるまでに成長してきた. 3000 社， 5000 

人というのは，大変な数字である.これもひとえに，

OR 企業サロン企画委員会委員， OR 学会各支部関係

者，ゲストスビーカー， OR学会会貝，関係各機関など

多くの方々のそれぞれの立場からの貢献のたまもので

ある.

OR企業サロンが，今後も，学会と産業界の問

で相互に有益なコミュニケーションが緊密になされ

る場として発展していくことを願ってやまない.
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